
令和４年度 NEALリーダー養成研修 

 

１ 趣 旨   自然体験活動指導者認定制度のもと、自然体験活

動指導者（ＮＥＡＬリーダー）の資格取得に必要な

講習会（概論Ⅰ）を開催し、野外活動に必要な専門

的な知識と技術をもって自然体験活動の普及や振興

に貢献する指導者を養成する。 

２ 期 日  令和４年１２月９日（金）～１１日（日）２泊３日 

３ 参加対象  青少年教育関係者、学校教育関係者、国公立青少年

教育施設関係者、自然体験活動に興味・関心のあ

る方（１８歳以上の方） 

４ 募集定員  ２０人 

５ 参 加 者  １１人（申し込み：１３人） 

６ 指 導 者  NEAL主任講師 江口 智昭氏、えびのエコミュージアムセンター主任 須田 淳氏、 

鹿児島大学共通教育センター准教授 福満 博隆氏、株式会社大塚製薬工場 永瀬 努氏 

鹿屋養護学校教諭 西 育子氏、垂水消防署職員 

７ 日 程 

12月9日（金） 12月10日（土） 12月11日（日） 
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受付（1階ロビー） 

開講式（第1学習室） 

ガイダンス 0.5時間 

対象者理解 1.5時間 座学 

自然体験活動の技術 1.5

時間（熱中症予防対策講義

15分含む） 

地形図解説など 

予定説明 

夕食レストラン 

入浴 
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12:30 

13:30 

 

18:15 

18:30 

19:30 

朝食レストラン 

自然体験活動の特質 3時間 

フィールドワーク、地形の成り

立ち、森の観察、アートシェア 

昼食弁当 

自然体験活動の技術 4.5時間 

登山、登山技術の説明 

予定説明 

夕食レストラン 

入浴 

7:40 

 

9:00 

 

 

10:40 

 

12:10 
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16:10 

16:40 

朝食レストラン 

部屋、通路、トイレ清掃 

青少年教育における体験活

動 1.5時間 体験活動の意

義、座学 

自然体験活動の指導 1.5時

間 テント、ロープワーク 

昼食弁当 

自然体験活動の安全管理 

3時間 救命救急講習 

ガイダンス 0.5時間 

修了試験0.5時間 

閉講式 

８ 事業運営上の配慮 

   感染症対策として換気や消毒を徹底したことと、研修内容について、座学と実技のバランスを意識して企

画した。 

９ 参加者の感想 

〇 座学とフィールドワークがバランスよくあり、良かった。 

〇 今回の自然体験活動研修で新たな学びと気づきがたくさんありました。あとは、ほかの人たちに伝えてい

くことが大事だと思っております。自分でもしっかりと学び、多くのことを発信できたらと思います。 

〇 今回の２泊３日の生活を通じて、”資格を取る”だけでなく、人と人とのつながりの大切さや体験活動の

本質等、自分が想像していた以上の学びを得ることができた。また、関わった人の”人の温かさ”を強く

感じ、自分も家に帰ってから”与えることができる人”になれるよう、意識したいと思います。 

10 成果 

 ○ 講師や参加者同士の交流、つながりを予想以上に持ってもらえたこと。 


